
 

 

 

◎質量パーセント濃度 
 
 
 
 
 
 
  
 ～濃度の考え方～ 
  同じ量の水（100g）に「2５g の塩（食塩）を溶かした時」と「５０g の塩を溶かした時」
であれば、たくさん溶かした５０g方が当然しょっぱい（濃度が濃い）ですよね。つまりしょっ
ぱければしょっぱいほど、塩水の中にたくさん塩が溶けているということ。 

  そこで、「塩水の量に対して、塩がどのくらい含まれているか」を数字で表せれば、濃さが一

目でわかります。 
  そこで、濃度は以下のように計算しようと決めてあります。 
 
                  溶けている物質（溶質）の質量 
  質量パーセント濃度（％）＝                  ×１００ 
                  物質が溶けた液体（溶液）の質量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 例題）食塩 20ｇを水 80ｇに溶かしたときにできる食塩水の質量パーセント濃度 
                  

 ●できる塩水（溶液）の質量 

                   ＝２０g（食塩）＋８０g（水）＝１００g 

                 ●質量パーセント濃度 

                  食塩（溶質）÷食塩水（溶液）×１００ 

                   ＝２０g÷１００g×１００ 

                   ＝２０％ 
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」 同じ量の水にたくさん食塩が溶けていれば当然しょっぱい（濃い）し、少なければしょっぱくない

（うすい）ですよね。それが「濃度」です。ですが、その濃さの感じ方は人それぞれなので、どの

ぐらい濃いかがあいまいです。そこで、一目見て分かるように濃度を数字で表したものが、質量パ

ーセント濃度です。 

濃度 溶液 

（溶質＋溶媒） 

溶質 
溶けている物体の質量 

溶けている物質と溶かしている物質の質量の合計 

濃度 溶液 

（溶質＋溶媒） 

溶質 

求めたいところを指で隠そう！ 



練習問題 
①食塩２５ｇを水７５ｇに溶かしたときの食塩水の質量パーセント濃度 
 
 
 
②食塩 20ｇを 180ｇの水に溶かしたときの食塩水の質量パーセント濃度 
 
 
 
③砂糖 12ｇを 1３0ｇの水に溶かしたときの砂糖水の質量パーセント濃度 
（小数点第 1位まで求めよ） 
 
 
 
④120ｇの水に 35ｇの砂糖を溶かした液をＡ、500ｇの水に 160ｇの砂糖を溶かした
液をＢとする。ＡとＢではどちらの液の方が濃いか求めなさい。 
 
 
 
⑤２００g の食塩水の濃度が２０％だった。この食塩水に含ま
れる食塩は何 gか？ 
 
 
 
 
⑥４５０gの食塩水の濃度が３％だった。この食塩水に含まれる食塩は何 gか？ 
 
 
 
 
⑦４０g の食塩を使って、食塩水を作ったところ、濃度が２０％の食塩水ができた。
食塩水の質量は何ｇか？ 
 
 
 
 
⑧質量パーセント濃度が４０％の砂糖水を２０ｇの砂糖を使
って作りたい。水は何ｇ必要か求めなさい。 
 
 
 
 
⑨質量パーセント濃度が１５％の砂糖水を２００ｇ作るには、水と砂糖を何ｇずつ
溶かせばよいか。 
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